
 第Ⅱ部 第１２章 欧米における近代国民国家の発展 

１ ウィーン体制（１）体制の成立                                                教教教教ｐｐｐｐ222234343434～～～～pppp222237373737（（（（L16L16L16L16）））） 
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                   （1814～15）…フランス革命・ナポレオン戦争の戦後秩序を形成する会議 

〔参加〕全ヨーロッパ諸国 〔主導〕オーストリア外相【2         】 

〔中心〕露（皇帝アレクサンドル 1 世） 仏（外相【3        】） 英（外相カッスルレー） 普  

〔基本理念〕 

○【4     】主義（タレーランが主張）…フランス革命前の王朝と旧制度を“正統”として復帰 

○大国間の勢力均衡…突出した力を持つ一国の出現を防ぐことで秩序を保つ 

〔ウィーン議定書による決定〕 

○フランス…領土をほぼ維持したままブルボン王朝復活（ルイ 18 世） 

○ロシア…ﾜﾙｼｬﾜ大公国解体→ポーランド王国を建国し，ロシア皇帝が国王を兼ねる 

○プロイセン…ラインラント・ザクセン北部などを獲得 

○イギリス…オランダから【5        】（セイロン島）・【6     】植民地を獲得 

○オーストリア…北イタリア（ロンバルディア・ヴェネツィア）を獲得 

○神聖ローマ帝国復活せず！…【7         】（欧・普など 35 ヶ国と 4 自由市）が成立 

○オランダ…王国として復活，南ネーデルラント（ベルギー）を獲得  

○スイス…永世中立国となる 

【1        】会議 

〔ウィーン体制維持のための同盟〕 

○【8       】（1815，露皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ 1 世が提唱）…欧君主たちによる革命を防ぐための同盟 

○【9       】（1815，ﾛｼｱ･ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ｵｰｽﾄﾘｱ）…革命勢力に対抗する軍事同盟 

※1818 年にフランスも加盟→五国同盟となる 

ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
動
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○ドイツ：【10            】（ドイツ学生組合）の自由と統一を求める運動（1817～19） 

○スペイン：立憲革命（1820）…自由主義的な憲法の復活をめざす運動 

○イタリア：秘密結社【11        】の自由と統一を求める運動（1820～21） 

○ロシア：【12          】（十二月党員）の反乱…自由主義的な改革を求める（1825） 

 

ヨーロッパでのウィーン体制への抵抗運動 

自由主義・ナショナリズム（国民主義）の目ざめ 

○フランス領【13     】の独立（1804）…指導者トゥサン=ルヴェルチュール 

○1810～20 年代，ラテンアメリカ諸国がスペインから独立！！ 

〔主な独立国〕アルゼンチン・コロンビア・メキシコ・ブラジル（ポルトガルから） 

〔主な指導者〕 

◇【14            】…コロンビア・ベネズエラ独立を指導 

◇【15            】…アルゼンチン独立を指導 

◇【16       】…メキシコ独立運動を指導 

〔運動の指導層〕【17          】（植民地生まれの白人）…独立後は大地主として支配 

ラテンアメリカにおける独立！ 

ウィーン体制の崩壊へ。。。 

⇒全て鎮圧！ 【例外】ギリシア独立戦争（1821）…オスマン帝国から独立（1829，英仏露の支援） 


